
～話題提供～

共同経営推進室の奮闘
公共交通を”インフラ”として捉えませんか？

『データを肴に熊本の交通を考える会』
～「車1割削減、渋滞半減、公共交通2倍」をめざし世界に学ぼう～

産交バス（株） 営業企画課

共同経営推進室 担当

西園 知哉

共同経営推進室
responsible for the future of buses

2024年2月9日（金）＠熊本市民会館
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・2019年 九州産交バス（株）入社
運行本部 山鹿営業所

・2021年８月 産交バス（株）出向
             営業企画課 共同経営推進室 担当

・名前：西園 知哉
Tomoya Nishizono

・生年月日：1994/11/17

・年齢：29歳

・出身：宮崎
※熊本で人生6県目

・趣味：旅行・テニス
スポーツ観戦等

様々な地域に移り住む・勉強する中で
「交通を通じて地方創生」に関わりたい！

・2019年 日本大学大学院理工学研究科
交通システム工学科専攻 修了

自己紹介

学生時代

社会人
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共同経営推進室
responsible for the future of buses

～現在の主な担当業務～
・運賃弾力性に着目した乗車券企画（学生・高齢者向け）
・運行時分の適正化
・社会課題の解決に向けた通勤バスの実装活動

専攻：空港計画



共同経営推進室について

熊本におけるバス交通のあり方検討会

において、熊本地域の“あるべきバス

路線網”や経営問題の解消策を検討

県内バス事業者５社が企業間の垣根を

越えて連携し、持続可能なバス路線網

の構築を目指す

“共同経営” に合意

共同経営を目指す取組み
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資料：各社運行実績資料（各年）
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H30年運転士県内の運行系統

資料：各社雇用・退職等実績資料（各年）

（熊本地域の乗合バスを取り巻く現状）

共同経営推進室
responsible for the future of buses

2020年4月 共同経営準備室を設置
2021年3月 共同経営推進室に移行
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全国初の共同経営推進室の設置

体制 事業費

バス5社で協力し合い、行政にもご支援をいただきながら
持続可能な公共交通の在り方、価値向上、社会課題の解決に向けて日々奮闘中

共同経営推進室
responsible for the future of buses

４

※年間2,400万円

異なるバス会社が同じ部屋で毎日仕事
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共同経営推進室の主な取り組み

ダイヤの効率化（路線移譲・平準化）

データ公表

イベント

サービス向上

2021/4～ ：共同経営計画（主要4方面）
2022/11～ ：共同経営計画第二版（県庁方面）

2022/4～ ：5社共通定期券開始
2023/4～ ：運行時分適正化（拡大中）
2023/9/26～ ：Myバス時刻表サービススタート
2023/10～ ：共同経営計画第三版（熊本市内均一運賃）

2022/10/1 ：県内子ども無料（大人100円）の日（共同経営主催）
2022/11/7 ：県内子ども無料（大人100円）の日（花畑広場主催）
2022/12～ ：熊本市バス・電車無料の日（熊本市主催で計4回）
2023/2/5～11：熊本市バス・電車100円ウィーク（熊本市主催）

限られたリソースの中で
今まで実現できなかったことを共同経営の枠組みを通して

産・学・官の様々な関係者と連携をしながら多くの施策に取り組んだ

2021/1～ ：利用者数・走行キロ・収支・乗務員等の基礎情報

共同経営推進室
responsible for the future of buses
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共通定期券の効果
７

2022年4月1日熊本県下全域 ICカードによる共通定期の実施

• IC定期券の区間内はどの会社の路線バスでも（電鉄電車も含む）が利用可能
• バス事業者間での乗継定期券のサービスも開始し、２枚必要だった定期券が１枚へ
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クマモト ハナコ様  女性 

9,000円 

利用者にとっては増便になる！

※共同経営推進室で開発したバス5社のデータを統合した分析システムを活用して分析

2022年度の定期利用客数

3,752,263人

コロナ回復効果
（定期券以外の利用者伸び率）

100/107

2021年度の定期利用者数

3,171,557人

共通定期券による定期券の純増効果は335,231人

× －

利用者効果増効果は？



共同経営の限界では？

各施策の定量的な効果はもちろんのこと、
関係者の連携を深めたという観点から成果も出ていることを確認したが…

輸送人員・走行キロの推移（5社合計）
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路線バスの輸送人員は年々減少し、この7年間で約25％減少、実車走行キロ（※）は8年間で約26％減少。2016年度は熊本
地震の影響で輸送人員・走行キロ共に大幅に減少したが、輸送人員は翌年度以降徐々に回復傾向にあった。しかし、新型コ
ロナウイルスの感染拡大に伴う移動・行動制限の影響で2020年度、2021年度は輸送人員が大きく減少した。2022年度はコ
ロナウイルスの規制緩和に伴う人流の回復があったものの、コロナ前の2019年度の輸送人員と比べ、約17％減少している。
また、運転士不足により一部路線の減便運行を実施したことで、実車走行キロも右肩下がりとなった。

※営業運行した走行キロ（回送は除く）

！議論のポイント！抜本的な構造変化には至らず
（共同経営がなければもっと悪化と分析）

①収支構造変化なし ②乗務員は減少中 ③サービス水準悪化

８

※2022年度データ公表より



今後どうしていくか？

共同経営推進室
responsible for the future of buses

共同経営推進室を立ち上げたが
抜本的な構造変化に至らず（3年目）

担っている社会課題は数多くある
・子育て（通学）
・高齢者移動
・環境対策
・交通渋滞（政令指定都市ワースト１）
・地域移動の活性化
・消費行動の活性化

延命措置を取るか

価値を示して投資
（社会課題解決へ）

or

我々はどのように行動していくかの岐路に立たされた

９
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利用者2倍構想

共同経営推進室
responsible for the future of buses

青：利用者数、赤：獲得することによる増加数
※目標値は年0.4%の人口減少を見込む
コロナ後は2,273万人（R1年度の1.5割減）
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マーケティングを活用しながら、
行政や関係者と連携・公共交通への投資を促しながら利用者を2倍に

11

我々で言うのもなんですが…
バス会社がんばりすぎるぐらいがんばり始めました！



4つのセグメントの主な取組

共同経営推進室
responsible for the future of buses

通学

まずはバス事業者自らがんばる（正直リソースも限られ大変ですが…）

・アンケート調査によるニーズ把握
・学校説明会等を利用した通学相談会
・教育委員会と連携した中学3年生へチラシを配布

通学はバスがあるということを
想起させる活動を展開

高齢者

・バス×スマホ教室（産学官連携）
・無料の日に合わせた温泉地との目的地連携
・アンケート調査によるニーズ把握

バスでのおでかけに向けた
ハードルを取り除く活動を展開

12



4つのセグメントの主な取組

共同経営推進室
responsible for the future of buses

私用

・異業種連携（スポーツ・温泉サウナ・複合施設）
・発地側目線の利用を促す情報提供
・Myバス時刻表の配布

関係者と連携して目的地を作り
バス利用を想起させるか活動を展開

通勤

・渋滞解消に向けた通勤バス実証実験
・本格運行に向けた関係者との対話
・熊本市役所・熊本県庁へのMM企画

渋滞対策は公共交通で
という機運醸成を展開

まずはバス事業者自らがんばる…（正直リソースも限られ大変ですが…）

13
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通勤セグメントの事例紹介

機運を高めるために共同経営推進室が企画主体となり一発打ち上げ花火！

15

セミコンテクノパーク周辺の交通渋滞

立地企業

26社

セミコンテクノパーク（@熊本県菊池南部）

総従業員数

9,324人

自家用車分担率

86.7%

▲ セミコンテクノパーク周辺における交通渋滞状況
（旅行速度図）

出典：ホンダプローブデータより
※2021年11-12月平均旅行速度 平日朝7:30-8:30 

▲ セミコンテクノパーク周辺
における交通渋滞状況

2024年度

工場稼働

予定

交通渋滞の深刻化が懸念 / 対策が急務

路線バスが不足

常時満席

バス停では長蛇の列

でも運転手不足で

サービス拡充できない

1,700名の通勤需要
が追加

▲セミコン通勤者の交通手段の現状と今後

現状でも深刻な渋滞が悪化

バス事業者・工業団地企業・県・関係市町・
鉄道事業者・専門家の協働体制

▲ノーマイカーデー実証実験 実施体制

③実証実験協力

④実証実験内容共有

随時：データ分析企画相談 関係者協議の場
UXプロジェクト実証実験連絡会議

バス事業者・分析サポート・UX事務局
熊本県・関係市町・セミコンテクノパーク協議会

九州産交バス（株）
産交バス（株）

熊本電気鉄道（株）
熊本バス（株）

熊本都市バス（株）

東京大学大学院 伊藤准教授

実証実験企画調整サポート

UXプロジェクト事務局
熊本県交通政策課
県北広域本部

実証実験参加・協力者

セミコンテクノパーク
協議会

（セミコンテクノパーク立地企業）

①実証実験案に関する相談

②実証実験サポート

パークアンドライド協力
パークドーム、アンビー熊本

（共同経営推進室）

実証実験企画主体

分析・効果測定サポート

（株）ケー・シー・エス
建設コンサルタント

（株）トラフィックブレイン
交通専門家

③実証実験参画協力依頼

関係市町
合志市・大津町・
菊陽町・熊本市

地域創生Co デザイン研究所

鉄道連携
JR九州

⑤実証実験
参画協力依頼

2023.1.27（金）
1日限定でセミコンテクノパーク

ノーマイカーデーを大々的に実施へ

共同経営推進室
responsible for the future of buses



－既存公共交通機関
・JR 豊肥本線：朝時間帯3便増結
・セミコン通勤バス：21 便→30 便

通勤セグメントの事例紹介
16

2023年1月27日（金）セミコンテクノパークノーマイカーデー実証実験
内容：公共交通を大幅拡充

－新規無料通勤バス
熊本市東区ルート：16 便 光の森ルート：12 便
合志ルート：11 便 大津ルート：9 便

★調査分析より

①公共交通利用の満足度は高い
（81％）

②車利用含めて渋滞対策として公
共交通拡充意向は高い（83％）

③公共交通転換という行動変容は
ハードルが高く渋滞緩和へ至らず

多くのメディアにも取り上げていただき渋滞解消という温度感は高まった
多くの関係者にも興味をもってもらいスタートとしては失敗＆成功の二面があった

無料通勤バス 朝 夕

合志ルート 34人 30人

光の森ルート 54人 53人

熊本市東区八反田ルート 28人 26人

熊本市東区日赤ルート 55人 46人

大津ルート 35人 27人

合計 206人 182人

セミコン通勤バス
（既存交通機関）

朝 夕

453人 281人

車1割削減（朝ピーク800台・人）を狙っていたが…
事後アンケートより車からの転換は199人と推計され厳しい結果に

車から公共交通への転換事前見込み
事前アンケートから目標800人に対して700人期待

無料通勤バス600名

セミコン通勤バス100名

普段車利用700名

※参加希望、未定だが参加希望と回答した方

※206人の内、車からの転換者は153人

※453人の内、車からの転換者は46人

※令和４年度熊本県UXプロジェクト実証サポート事業へ応募して実施



大変ありがたい！繋がりが出てきた

共同経営推進室
responsible for the future of buses

【県菊池南部地域渋滞対策実証事業】

【大津町企業向け通勤バス実証実験】

【主催】 ：熊本県交通政策課
（共同経営推進室、合志市、菊陽町、セミコンテクノパーク立地企業と連携）

【実施期間】：第一弾 2023/9/11（月）～9/15（金）
第二弾 2024/1/9（火）～2/22（木）※平日のみの運行で実施中

【運行内容】：新須屋・花立エリア～セミコンテクノパーク～JASM
朝：8便、夕：10便（※第二弾9便）

【運賃】 ：第一弾 無料、第二弾 有料

【利用者数】：第一弾 1日平均165人、第二弾 現状1日平均60人弱

【主催】 ：大津町渋滞対策プロジェクトチーム
（本田技研工業（株）熊本製作所、（株）構造計画研究所、共同経営推進室、大津町、熊本県県北広域本部）

【実施期間】：2023/12/18（月）～12/22日（金）

【運行内容】：大津駅南口～室工業団地～本田技研工業前～本田技研工業南門前
朝10便、夕13便

【運賃】 ：無料

【利用者数】：1日平均318人（JR豊肥本線との乗り継ぎ利用が90％以上）

両事業共に実装に向けて実施体制（費用負担等）の検討が必要
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ただ…よくこんな話になります…

共同経営推進室
responsible for the future of buses

バスを活用して社会課題の解決しませんか？
環境・渋滞・誘致対策に向けて…

渋滞対策は道路整備してます！
公共交通って受益者負担で黒字になるんですか？

お客様を詰め込まないと公共交通単体では黒字に
なりませんが、道路の億単位かかる整備費用よりは
費用は各段に安いです。
道路整備は、その周辺での渋滞解消は期待できま
すが、需要を誘発する＆末端の渋滞が激しくなり＆
長期を要しますよ

黒字になる見込みでなければ難しいですし
通勤バスにお金を投入するのは市民・県民
の理解が得られません

財政部門を説得したり、県民・市民の方に応援してもらえるようにするためには？

行政（交通担当）

行政（交通担当）

共同経営

共同経営
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まとめ＆議論

共同経営推進室
responsible for the future of buses

❶ 民間バス事業者への赤字補填（補助金）という考え方でなく
公共交通に投資という考え方に変えていきませんか？

⇒ 乗務員確保（待遇改善）・新規路線・子育て支援・渋滞対策・地域活性化

❷ 公共交通は他にも街にいろんな好影響を与えているはずです！
好影響を定量化して公共交通への投資額を考えませんか？
⇒ 渋滞解消・定住促進・消費効果・健康増進・観光促進・外出機会増加

❸ もっと費用を削減してください・費用削減したいという考え方やめませんか？
もう乾いた雑巾を絞っても何も出てこない
⇒ 過度な効率化は公共交通の崩壊・人材流出を招き＆良い人材が流入しない

牧村さん、太田さん、参加の皆様と議論したい

✓ バス事業者が民間事業者として今やるべきこととは？（効率化？ダイヤ改善？）
✓ 公共交通を民間事業でなくインフラとして捉えるためには？（便益測定は？）
✓ インフラとして投資を促すためには？ （財源はどこから？）

※私の個人的な見解も入っておりますのでご了承ください

19

利用者2倍に向けてがんばっているが現状ではかなり厳しい・・・



ご清聴ありがとうございました

ご質問・ご意見等がございましたら
お気軽にお尋ねください

産交バス（株）共同経営推進室担当
西園 知哉（にしぞの ともや）

：nishizono-tomoya@kyusanko.co.jp

一緒に公共交通を盛り上げていきましょう！

mailto:nishizono-tomoya@kyusanko.co.jp
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